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ファジィ線形計画問題における適合性と逆問題について  
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1 はじめに  

本報告では、次のファジィ線形計画問題（可能性線  

形計画問題）の逆問題を定義し、その性質を調べる。  

下限及び上限である。また   

坤）＝〈諾≧otPoss（A諾≦古）≧α〉  

である。   

特にαを任意に固定しβ＝1とおくとPLP【／－  

（α，1）とPLPムー（α，1）は一致する。そこで、その問  

題を簡単にPLP－αと表す。また、各々のα∈［0，1j  

に対しPLP－αの最適解をFLPのα一最適解と呼ぶ。  

仮定1ズ（1）は空ではない有界な集合である。  

定義1可能性αに対して  

cl∈C〈α和∈′（緑〉  

が成立するならば、αはPLP－1に対して適合する  

という。ここで記。はPLP－1の最適解、J（諾0）は  

訂。において活性な制約式の添字集合である。また  

亀＝（境ム，…，喘エ）であり鴫⊥は左豆Jのα－レベ  

ル集合の下限を表す。   

定理1任意にα∈【0，1】を固定しだ0，訂＊（α）を  

それぞれPLP－1，PLP－αの最適解とする。また  

J（認0）＝（五1，五2，…，五p）とおき   

βα＝（α琵，α諾，・‥澱）∈RpX几  
と表す。このときαがPLP－1に適合することと  

問題  

max】m】Ze 石r：r  

Subjectto Aユ‥≦b，X≧0  （FLP）  

ここで正∈R↑1であり、   

， 

T 右＝（ら，…7叫r，  

の要素はすべて相互作用のない三角型の可能性変数  

である。これらの可能性変数は（αい，（拙（cう）を  

1－レベル集合、【α姉，α宜JU】，【b豆ん，b・よU】，【cル，CJU】を住  

レベル集合にそれぞれ持つとする。   

ここで対象とする逆問題はFLPの代替問題－  

KtlWanOetal．tl】においてFLPに対して最適性の  

概念を定義する過程において現れるパラメトリック  

な代替問題一に対して定義される計画問題である。  

以下では【1】で与えた適合性に関連する条件の下、  

FLPの代替問題とその逆問題との関係を調べる。  

2・FLPの代替問題  

FLPに関するパラメトリックな代替問題を次の  

ように定義する。（0≦α，β≦1）  

maximize c㌘1a＝  

Subjectto 3：∈X（α），  

maximize c望T3＝  

Subjectto 3：∈X（α）  

minimize y7「cI  

subjectto yrβα≧0．  

（PLPu－（α，β））   

（PLPムー（α，β））  

（Q。）  

に最適解が存在することは必要十分条件をなす。  

抑α≧0〉  ここでc許＝（ギい…，霊u），産r＝（＆，‥・，霊上）  

であり、私札はそれぞれちの伊レベ′横合の  

Q。の最適値関数をゆ（α）＝inf  

yrβα≧0〉が下に非   によって表し、集合〈ツアcl  
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有界のときゆ（α）＝－∞と定義すれば、次の結果  

を得る。  

系1任意に固定されたαに対しゆ（α）＝0なら  

ばαはPLP－1に適合し、ゆ（α）＝－∞ならばα  

はPLP－1に適合しない。また、それぞれ逆も成立  

する。   

系2 任意に固定されたαに対するQαの最適解  

をy★で表す。このときαがPLP－1に適合するこ  

ととy＊＝0であることは必要十分条件をなす。   

一方、PLP－αの最適値関数は諾＊（・）とゆは次の  

定理で述べられる関係を持つ。  

定理2 任意のα∈［0，1一に対してα－最適解訂＊（α）  

がただ一つ定まり、ゆ（α）＝0であるならば、諾＊（・）‥  

【0，1j→R氾は連続である。  

定理4 任意のα∈tO，1】に対し、ゆ（α）＝0であ  

るとする。このとき、すべてのαに関するPLP－α  

の最適解〇＊（α）が一意的に定まるならば、Jは連  

続である。  

4 おわりに  

本報告において、ファジィ線形計画問題（可能性  

線形計画問題）の代替問題に対して逆問題を定義し  

た。代替問題とその逆問題の最適値関数は、それ  

ぞれ、制約式系に関わる可能性と（Zimmermann流  

に言えば）目的関数のaspirationlevelをパラメー  

タ（変数）とする関数であり、任意のα∈【0，1】が  

PLP－1に適合しているならば、それらが互いの逆  

関数となることを導いた。また、適合性については  

幾つもの同値な条件が存在していることを示した。   

今後はPLPu－（α，β），PLPu－（α，β）に対しても同  

様な逆関係を構成する問題を定義し、FLPそのも  

のに対して逆問題を定式化する必要があろう。但  

し、本報告では言及しなかったが、本質的な問題と  

して可能性変数（ファジィ数）間の順序関係がその定  

式化に深く関わってくるため、その点も研究すべき  

であると考えている。またα－最適解のαに関する  

連続性についても集合値関数の観点から研究すべき  

であると考えている。  

3 逆問題  

この節ではFLPの代替問題族において重要な役  

割を果たすPLP－αに対し、逆問題を次のように定  

義し、その性質を調べる。  

maximize Poss（A認≦石）   
（IPz）subjectto cIT3≧z，  

訂＞0．   

いずれかのα∈【0，11に対しPLP－αの最適値とな  

りうるすべての実数からなる集合をβとし、2つの  

関数打：tO，1】→5，丁‥5→tO，1】をそれぞれ  

巾）＝maX〈clr可Poss（A∬≦右）≧叩≧0 〉  

と  

巾）＝maX〈poss（A正≦石）tclr認≧z，∬≧0 〉  

によって定義する。このとき次の定理が成り立つ。  

定理3 任意のα∈rO，1】に対し、ゆ（α）＝0で  

あるとする。このとき打とTとは逆関数の関係に  

ある。  
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